
 

 

 

 

参 考 資 料 
 

（酒類卸売業免許の要件緩和の概要） 

 

 

 

平成 24年３月２日 

国 税 庁 



○「次の各号のいずれかに該当するときは、税務署長は、酒類の製造免許、酒母若しくはもろみの製造免許又は酒類の販売業免許を与えないことができる」（酒税法第10条）

 

 

 ※欠格事由：酒税法第10条１、２、７～８号

11号：酒税の保全上需給の均衡を維持する必要が
          ある場合

９号：取締上不適切な場所へ販売場を設置する場合

１号：免許等を取り消されたことがある場合
２号：法人の免許取消前１年内に役員だった場合
３号：未成年者等で法定代理人が欠格事由※に該当する場
合
４号：法人の役員が欠格事由に該当する場合
５号：販売場の支配人が欠格事由に該当する場合
７号：国税・地方税に関する法令等による罰金刑等を受けて
        から３年を経過していない場合
７号の２：未飲法・風俗営業等適正化法等による罰金刑等
        を受けてから３年を経過していない場合
８号：禁固以上の刑を受けてから３年を経過していない場合

６号：免許申請前２年以内に、国税又は地方税の滞納処分
        を受けている場合
10号：破産者で復権を受けていない場合

10号：経営の基礎が薄弱である場合
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酒 類 課 税 数 量 と 課 税 額 の 推 移 

課税数量（左軸） 

「課税額」 

平成9年以降、2兆円を下回っている。また消費者の低

価格志向により税率の低い酒類へシフトし、課税数量

の減少割合よりも課税額の減少割合が大きくなってい

る。 

課税額（右軸） 

「課税数量」 

平成11年度にピーク（1,017万ＫＬ） 

平成2 年度はピーク時の約９割 
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課税額（右軸） 
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平成11年度にピーク（1,017万ＫＬ） 

平成22年度はピーク時の約９割 
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１ 酒類卸売業者の概況 

 

事業者数（者） ６２２   

酒類販売量（千 kℓ） ９,９２９  １６  

総売上高（億円） ９６,２５７  １５５  

 うち酒類卸売上高（億円） ４２,０７２  ６８  

売上総利益（億円） ４,５７３  ７  

税引前純利益（億円） ５７７  ０．９  

総従事者数（人） ４０，３９４  ６５  

 うち酒類卸売部門（人） １３，９７８  ２２  

 

２ 酒類卸売業者の企業規模                  ３ 税引前純利益金額別企業数 
  

欠損 ２２０者 （35.4） 

～50 万円未満 ４８者 （7.7） 

～500 万円未満 １３２者 （21.2） 

～3,000 万円未満 １０６者 （17.0） 

～１億円未満 ６３者 （10.1） 

～１億円以上 ５４者 （8.7） 

合計 ６２２者 （100.0） 

 

協同組合 ５者 （0.8） 

１億円超・100 人超の会社 ３４者 （5.5） 

  １億円超・100 人以下  １１者 （1.8） 

  １億円以下・100 人超  ３４者 （5.5） 

  １億円以下・100 人以下 ５２７者 （84.7） 

個人 １１者 （1.8） 

中小企業計 ５８３者 （93.7） 

企業数合計 ６２２者 （100.0） 

酒 類 卸 売 業 者 の 現 状 

○ 全国展開する大手卸と地場卸が統合するケースや全国展開する大手卸の集約といった系列化・集約化が進んでいる。 

○ 酒類卸売上高の上位 10者で酒類卸売上高全体の約５割を占めている。 

（１企業平均） 

（構成比：%） （構成比：%） 

（注）１ 「酒類卸売業者の概況（平成 22 年度調査分）」による。 
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２ 「２ 酒類卸売業者の企業規模」の企業規模の金額は資本金、人数は従業員数を表す。 

 ３ 構成比は、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

上位５者
15,392
(36.6%)

上位10者
21,091
(50.1%)

その他
20,981
(49.9%)

＜酒類卸売上高の内訳＞ 


